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会社概要



会社概要 Company overview

©2026 No.1 CO., LTD. All Rights Reserved.東証スタンダード： 3562

会社名 株式会社Ｎｏ．１

所在地 東京都千代田区内幸町一丁目5番2号

設立 1989年9月27日 （決算月：2月）

代表者 代表取締役 社長執行役員 辰巳 崇之

資本金 655百万円 （2026年2月末現在）

従業員数 連結 957名 （2026年2月末現在）
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経営理念

日本の会社を元気にする一番の力へ。

私たちNo.1はトータルビジネス
パートナーとしてお客様を支え、
日本経済の原動力になります。

経営ビジョン

皆様のNo.1 ビジネスパートナー

セキュリティ＆ソリューション。
最先端の情報活用で企業成長を支援。

経営理念・経営ビジョン Management Philosophy ・Management Vision

Management Philosophy Management Vision
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No.1グループ企業一覧 No.1 Group companies 

東証スタンダード 3562

OA機器販売 / ファイナンス商材販売代行

子会社

関連
会社

情報セキュリティ機器・OA機器販売、保守
No.1ビジネスサポート

情報セキュリティ機器販売

セキュリティ機器メーカーソフトウェア・システム開発

O A 機 器 販 売

通 信 機 器 販 売

法人携帯・新電力・蓄電池の販売

新電力の販売

ITインフラ / ICT支援

O A 機 器 販 売

前 期 に 子 会 社 化 し た 企 業

ソフトウェア・システム開発

コード

ソフトウェア・システム開発

ソフトウェア・システム開発
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会計基準の変更

中期経営計画Evolution2027中期経営計画2024中期経営計画2020

3.6% 4.0% 4.1%
5.2%

6.1%
8.6%

9.1%

7.3% 7.6%

0.0%

5.0%

10.0%
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■売上高（百万円） ■営業利益（百万円） ー 営業利益率（％） ー 時価総額（百万円）

株式会社No.1パートナー

コード

設立 設立M&A M&A

No.1グループ業績推移 No.1 Group performance

2,871 2,427 
2,935 

9,674 

5,426 
8,369 

6,669 

12,134 12,317 

0

0

0

1

1

1

1

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

オーガニック成長とM&Aによる両輪で非連続成長
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No.1グループの商品・サービス Our Group's products and services

代理店

S.I.T
アイ・

ステーション
Gloriaアレクソン LGIC

官公庁
自治体

法人顧客

OZ MODE

エキサイター

進々堂商光

No.1

情報セキュリティ機器
企画製造 ITインフラ

システム開発・
ソフトウェア開発 クラウド

情報セキュリティ機器
OA機器 / 経営支援 / 

蓄電池

法人携帯
蓄電池 / 新電力 新電力

No.1パートナー

モバイルWi-Fi
法人携帯

ハザードトーク

Club One 
Systems

アイ・ティ・
エンジニアリング

OZ MODE

コード
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No.1グループの商品・サービスの導入イメージ Image of product / service

防犯カメラ

モバイルWi-Fi

光回線

プロバイダ

ビジネスフォン

オフィスデザイン

什器

複合機

ホームページ制作

情報セキュリティ機器

サーバー

（役務ソリューション）

No.1ビジネスサポート

新電力

携帯電話

蓄電池
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役務ソリューション －No.1ビジネスサポート－ No.1 Business Support

顧客企業の経営課題に対し、
より踏み込んだ支援を行う “役務ソリューション「No.1ビジネスサポート」”を展開

顧客毎に専任のビジネスコンサルタントが伴走支援
あらゆる経営課題に対し、課題解決へと導く

助成金無料診断サービス

No.1ビジネスサポート
会員マッチング

基 本 メ ニ ュ ー

リモートITサポート

IT資産管理

データ復旧サービス

PC/NW定期診断

通信端末修理費用保険

駆付けPCサポート

人事労務
無料相談サービス

No.1ビジネスサポートゼミ

オプション

士業連携サービス

No.1ベネフィット

小規模企業が抱える課題

人財採用 売上拡大

法改正への対応 経営状況の可視化

クラウド業務管理サービス
採用実務支援サービス

Ｉ
Ｔ
支
援

経
営
支
援
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2026年2月期

決算ハイライト
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2026年2月期 決算ハイライト Highlights

全ての指標が前期を上回り、5つの指標が過去最高を記録
当期純利益は２桁成長を維持し、ROE・時価総額も着実に向上

業績ハイライト

2026.2

17,529 百万円

1,974 百万円

前年比

+23.4％

前年比

+38.4％

8,809 百万円

1,393 百万円

前年比

+36.0％

前年比

+34.5％ 713 百万円

前年比

+24.3％

12,317 百万円

前年比

1,330 百万円

前年比

+28.1％

16.1 ％
前年比

+2.1PT

過去
最高

売上高

EBITDA

経常利益

ROE

売上総利益

親会社に帰属する

当期純利益

時価総額

営業利益

+1.5％

※特別損失を当期は75百万円、前期は40百万円計上しています

2026年２月末終値ベース

※

過去
最高

過去
最高

過去
最高

過去
最高

※EBITDA=営業利益+減価償却費+のれん償却費
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2026年2月期 決算ハイライト －主要各社別内訳－ Highlights

8,902 9,539 

5,268 
5,521 

1,210 

3,599 

▲ 1,172 ▲ 1,131

2025.2 2026.2

14,209

17,529

売上高

332 388 

1,061 1,009 

▲ 160

345

▲ 194 ▲ 411

2025.2 2026.2

1,039

1,330

営業利益

■No.1 ■アレクソン ■その他子会社 ■連結調整

+ 3,320
+23.4％

（百万円）

+ 291
+28.1％

No.1

• 粗利の増加が株主優待制度や人的資本への投資による費用
の増加を吸収し、営業利益が過去最高を更新

• 売上総利益率が2.1ポイント改善
（49.3%→51.5% 影響額：200百万円）

アレクソン

• 将来の成長に向けた戦略的な人的投資を積極的に実施
売上高・営業利益ともに計画通りの実績

その他子会社

• M&A戦略が奏功し、期首から連結した3社合計で売上高が719
百万円、営業利益が248百万円となりグループ全体の業績向上
に貢献

※期首から連結した３社：㈱アイ・ティ・エンジニアリング、㈱コード、㈱S.I.T



14

©2026 No.1 CO., LTD. All Rights Reserved.東証スタンダード： 3562東証スタンダード： 3562

2026年2月期 決算ハイライト －ストック売上比率の状況－ Highlights

ストック売上が前年同期比+458百万円（+20.5%）
フロー売上の力強い伸張により、相対的にストック売上比率は0.4ポイント低下

11,967 
14,829 

2,241 

2,700 

2025.2期 2026.2期

フロー売上 ストック売上
※UTM・・・複数のセキュリティ機能を一つの機器で運用管理し、包括的に社内ネットワークを保護する製品

ストック売上比率

15.8％

15.4％

（百万円）

0.4pt
減少

複合機・UTM
サーバー
ビジネスフォン
防犯セキュリティなど

保守

ISP・光回線
緊急災害用通信機器
「ハザードトーク」
・電気

回線 等

No.1ビジネスサポート
lagoona
採用アシスタント
digiteras® など

役務提供

モバイルWi-Fi
レンタルPC など

レンタル

ビジネスフォン 防犯カメラ

複合機セキュリティ関連
（UTM含む）

サーバー関連

前期比

+458百万円

（+20.5%）

ストック売上

フロー売上

蓄電池

ホームページ制作
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2026年2月期 決算ハイライト －No.1ビジネスサポート 保有契約数・解約率・平均顧客単価－ Highlights

「No.１ビジネスサポート」の保有契約数が5,000件を突破

  価格改定によりARPUも順調に向上

※ 売上計上ベース

3,521 
3,802 3,930 

4,200 4,348 
4,561 4,645 4,723 4,811 4,916 4,959 5,070 5,110 5,169 5,188 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

2023.2 2024.2 2025.2 2026.2

8,500 
8,800 9,000 

9,400 9,600 9,800 
10,300 

10,900 
11,200 

11,700 
12,100 

12,400 
12,800 

14,000 
14,200 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

2023.2 2024.2 2025.2 2026.2（件/％） （円）

保有契約数・平均解約率

※ 平均顧客単価…基本料金、各種保守料金、lagoona月額料金、Wixプラン月額料金、No.1ベネフィット月額料金が含まれます

平均顧客単価

5,188 件

保有契約数

14,400 円

平均顧客単価

前年比
+118件

前年比
+2,000円

1.2%
1.3%

1.4% 1.4% 1.4%

1.2% 1.2%
1.1%

0.7%
0.6% 0.6% 0.6%

0.7%
0.8% 0.8% 0.8%

■保有契約数 ー 平均解約率

0.8％

※ 平均解約率・・・期毎の累加平均値となります

0.8 ％

平均解約率

5,000件
突破
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2027年2月期

業績予想
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03業績予想 ー2030年の「ありたい姿」ー Business Forecast

売上高142 億円

営業利益10.3 億円

売上高175 億円

営業利益13.3 億円

営業利益16.5 億円
2025.2期

実績

2026.2期

実績

2027.2期

目標

Vision2030

売上高240 億円

時価総額300億円

営業利益34億円

売上高 212 億円

中期経営計画 Evolution2027
100年企業としての経営基盤の確立
•「日本を元気にする一番の力へ。」
 （経営理念）の進化…事業領域の拡大
• 顧客感動満足度の具現化
• ITを活用した新しいビジネスの創出

2030年
の「ありたい姿」

2030.2期業績目標
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業績予想 ー2027年2月期 業績予想の考え方ー Business Forecast

中期経営計画Evolution2027の公表以降、当社グループは当初中核を担う予定であった子会社の事業縮小や再編を断行する一方で、
積極的なM&Aにより、事業ポートフォリオの転換を推進してまいりました

当期の業績予想につきましては、Vision2030における更なる成長を見据え、人的資本やAI活用への先行投資とM&A後のPMI（統
合プロセス）を最優先することといたしました

この結果、営業利益は当初計画を下回る見通しです

一方で、事業再編及び株主優待制度廃止に伴う税負担の軽減により、配当原資となる親会社株主に帰属する当期純利益は確保され
る見込みです

以上を総合的に勘案し、配当については前期から1円増配の79円とし、株主の皆様への還元を拡大いたします

※EBITDA=営業利益+減価償却費+のれん償却費

16,800 百万円 21,200 百万円売上高

EBITDA

2027.2期 中計発表時の当初計画 2027.2期 今回の計画

2,160 百万円 2,488 百万円

増減額
+4,400 百万円

+328 百万円
増減額

営業利益 1,830 百万円 1,650 百万円 ▲180 百万円
増減額

※

売上高

EBITDA

営業利益

1,590 百万円経常利益

親会社株主に
帰属する

当期純利益 1,000 百万円

1株当たり
当期純利益 152.34 円
1株当たり
配当金 79 円

※
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03業績予想  －連結及び主要各社別－ Business Forecast

2027年2月期の主要各社別業績目標

2026年2月期
実績

2027年2月期
業績目標

増減額 増減率

売上高

No.1 9,539 10,526 ＋987 ＋10.3

アレクソン 5,521 5,530 ＋8 ＋0.1

アイ・ステーション 1,513 2,709 ＋1,195 +79.0

その他の子会社 2,086 3,685 ＋1,598 ＋76.6

連結調整 ▲1,131 ▲1,251 ▲119 ▲10.6

17,529 21,200 +3,670 +20.9

営業利益

No.1 388 455 ＋67 ＋17.5

アレクソン 1,009 967 ▲42 ▲4.2

アイ・ステーション 104 228 +123 +117.3

その他の子会社 240 495 ＋255 +106.3

連結調整 ▲411 ▲496 ▲84 ＋20.6

1,330 1,650 +319 +24.0
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成長戦略
中期経営計画Evolution2027
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オーガニック成長に加え、重要戦略であるM&Aによって持続的な成長を目指す

新
規
事
業

市場開拓
シナジーの創出
顧客レイヤーの拡大

新商品・サービスの拡充
新たな分野への進出

事業領域の拡大

M & A の基本方針

グループシナジーと

販売チャネルの拡大が見込める

企業に対しM&Aを実施

2025.10 M&A

ITインフラ

2025.7 M&A

ソリューション支援

2024.4 M&A 2024.6 M&A

コード

2025.3 M&A

システム開発

既 存 事 業

M&A成長戦略 M&A Growth Strategy

2024.10 M&A2025.9 M&A

OA機器販売

2025.10 M&A
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M&Aのシナジー M&A synergy ーアレクソンー

アレクソン  ×  N o . 1 のシナジー

高まる中小企業のセキュリティニーズに対応した製品を全国の代理店へ拡販

グループシナジーとアレクソンの開発力を活用し

マーケットイン型製品を企画製造

・商品ラインナップの拡充
・クロスセルの増加
・収益性の向上

・市場ニーズの把握
・販売チャネルの拡大

アレクソン No.1

全国の代理店への拡販

深刻化する中小企業へのサイバー攻撃に向けて
アレクソン製品を全国の代理店を通じ拡販

ランサムウェアの被害に係る統計

No.1

その他代理店

80%

30%

66%

3%

中小企業

大企業

団体等

Synergy

UTM

電子取引データ
管理ソフト

サーバー

特許技術

LTE over IP®搭載

セキュリティスイッチ テレワークステーション アクセスポイント

取
り
扱
い
商
品

出展：警視庁サイバー警察局 令和７年上半期におけるサイバー空間をめぐる脅威の情勢等について

被害企業・団体等の規模別

アレクソンの販売構成

リモートアクセスシステム
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OA機器販売の S.I.T と 進々堂商光 をグループに迎え、
岩手県・秋田県・滋賀県・宮城県へ初進出 

M&Aのシナジー M&A synergy ーS.I.T・進々堂商光ー

宮城県
初進出

滋賀県
初進出

岩手県
初進出

■ No.1グループ進出エリア
■ 初進出エリア

No.1グループ進出エリア

進

々
堂商光

進々堂

商
光

S.I.T

情報セキュリティ機器の販売エリア拡大 S.I.T 2024年10月子会社化
進々堂商光 2025年9月子会社化

秋田県
初進出

S.I.T

当
社

の人
員を派

遣 セ

キ
ュリ

ティ機

器

を販売

ノウハウ連携 クロスセル

当社の営業人員を現地
へ直接派遣、OJT形式
でノウハウを連携

当 社

グループ会社「アレク
ソン」製造の情報セ
キュリティ機器を投入

S.I.T

進々堂商光
当 社

顧客数合計
約4,000社

新たな販売エリアでアレクソン製の情報セキュリティ機器を拡販
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2025年7月子会社化

M&Aのシナジー M&A synergy ーアイ・ステーションー

No.1が強い領域

情報セキュリティ機器 複合機

アイ・ステーションが強い領域

法人向け携帯電話 新電力 蓄電池

法人顧客

約41,000社

顧客基盤の拡大

相互補完による
シナジー

法人顧客約40,000社に向けたクロスセルを展開しLTVを最大化法人顧客 約41,000社に向けたクロスセルを展開しLTVを最大化

No.1グループ

法人顧客 約16,000社

アイ・ステーション

法人顧客 約25,000社 グ
ル
ー
プ
の
業
績
拡
大
に
寄
与

相互補完によって約41,000社の顧客に対するクロスセルを推進

顧客基盤の拡大とクロスセルによる収益拡大
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自治体向けのITインフラ関連ソリューション全般を提供

LGICの特長

品質や価格面において競争力が非常に高い

自治体

学 校

支 所
本 庁

データセンター

LGIC独自の
通信網

月額定額・
低コストで提供

当社とLGICのシナジー

当社のリソースをLGIC事業へ投入し、

全国の自治体や学校教育施設へ展開

LGICがこれまで培ってきた独自のビジネスモデルを発展させ、

当社の全国の拠点及びグループ会社を通じて全国の自治体、学校教育施設のデジタル化へ貢献

現在は
熊本県内のみで展開

当社の全国の拠点及び
グループ会社を通じて

地方自治体や教育施設へ展開予定

当社のリソースを
リスキリングにより

LGIC事業へ投入

自治体向けのITインフラソリューションの全国展開 2025年10月子会社化

M&Aのシナジー M&A synergy ーLGICー

デジタル化予算が
限られている

技術移転が
進行中九

州 地 方
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No.1・ナチュラニクスが共同開発し、BCP対応型ポータブル蓄電池を販売開始

拡大する蓄電池市場 ×潜在的なBCP需要を「製品力」で顕在化

【新規事業】ポータブル蓄電池EnerCraftシリーズ販売開始 Storage battery

策定済

17%

未策定

83%

持っている

      25%

持っていない

75%

参照：帝国データバンク
「事業継続計画（BCP）に対する企業の意識調査（2025年）」参照：ウェザーニュース「減災調査2025」

■BCP対策策定率 ■停電対策でのポータブル電源保有率

必要性は認識しつつも、未対応の企業が大多数

企業のBCP対策 調査結果
東芝リチウムイオン電池SCiB と高速充電・再利用技術により、

平常時と非常時の双方で活用可能な循環型エネルギーインフラを実現

https://enercraft-battery.jp/

※ EC-2800は2026年秋頃 販売開始予定

EnerCraftシリーズ「EC-700 / EC-2800」

×

「安全性」と「圧倒的な充電速度」が導入を後押しし、
販売開始3カ月で計画を上回る275台を受注

https://enercraft-battery.jp/
https://enercraft-battery.jp/
https://enercraft-battery.jp/
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【新規事業】ポータブル蓄電池EnerCraftシリーズ販売開始  Storage battery

グループ販路との連携や「大型モデル」の投入により、ターゲット市場を段階的に拡大予定

全国の営業網を活用した
対面販売が好調

当社 中小企業

地方自治体、教育・医療機関
などへの導入を推進

当社

教育機関

医療機関

地方自治体

大型モデルの投入で物流、交通、建設
などへ展開予定

当社

交 通

建 設

物 流

既存顧客・代理店への展開 ターゲット拡張 ターゲット市場の拡大
現 在

STAGE

1
STAGE

2
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株主還元
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04株主還元方針 Shareholder return policy

剰余金の配当は、「配当性向 50％」「DOE ６％（下限）」「累進配当（※）の方針」を前提とし、

「年2回（中間・期末）」の配当を行います

当社は、株主の皆様への利益還元を経営上重要な施策として位置付けております

持続的成長と企業価値向上の継続に向けた戦略投資を図りつつも、株主の皆様には業績に裏付けられた

成果配分に加え、積極的な還元に努めることを株主還元に関する基本方針としております

※原則として減配せず、配当の維持もしくは増配を行う配当政策です

※DOE（株主資本配当率）・・・配当金支払総額 ÷（（期首株主資本+期末株主資本）÷2）

0

21.5

34.6 35 32
23.1 24.3

40.8

72.7

18.2 19.2 20.2 21.2 22.2 23.2 24.2 25.2 26.2

株主還元率UP

安定配当担保 配当額向上
継続的・安定的

株主還元

配当性向

30％  50％

累進配当DOE 6％
（下限）

ー 配当性向（％）

配 当 性 向

配 当 方 針
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04株主還元方針 Shareholder return policy

7.5

15

22.5
26

32 33 35

78

39.5

39.5

18.2 19.2 20.2 21.2 22.2 23.2 24.2 25.2 26.2 27.2

79

※2020年11月1日を効力発生日として1株を2株とする株式分割の実施

※

■ 年間配当金（円）

累進配当の方針通り、初配を含み9期連続の増配を計画 

2027.2期は1円増配し79円を予定

当 期 配 当 予 想

自己株式取得は財務規律の下で機動的に実施いたします

自己株式取得は、株価についての自社の認識と市場評価のギャップの解消、
ROE、資本効率、CFの水準を考慮し実施いたします

自 己 株 式 取 得 の 方 針

6.3億円

自
社株買い

3.9億円

自
社株買い

1.3億円

自
社株買い

0.6億円

自
社株買い

配当利回り

4.94％

20

26年
5月15日時

点
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本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」を含みます。

これらは、現在における見込み、予測及びリスクを伴う想定に基づくものであり、
実質的にこれらの記述とは異なる結果を招き得る不確実性を含んでおります。

それらのリスクや不確実性には、一般的な業外ならびに市場の状況、金利、通貨為替変
動といった一般的な国内および国際的な経済状況が含まれます。

今後、新しい情報や将来の出来事等があった場合であっても、当社は本発表に含まれる
「見通し情報」の更新・修正を行う義務を負うものではありません。

将来見通しに関する注意事項

お問い合わせ先

株式会社No.1

経営管理本部 IR部
Email：info-ir@number-1.co.jp
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